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ぎ電友全署手支部第1回理事会

大会模様

理
事
会
終
了
後
懇
親
会
に
入
り
ま
し
た
。

◎
第
1
9
回
N
T
T
O
B
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

岩
手
県
大
会

平
成
2
8
年
9
月
8
日
岩
手
県
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
岩
手
県
各
地
区
よ
り
6
5
名
の
参
加
を
頂

き
、
第
3
ラ
ウ
ン
ド
を
各
チ
ー
ム
に
編
成
し
競
技
を

実
施
し
ま
し
た
。

】
石
圭
一

◆
岩
手
支
部

◎
第
1
回
理
事
会
（
総
会
）
開
催

5
月
3
1
日
、
盛
岡
市
内
の
エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
い
わ
て

に
お
い
て
、
県
内
9
地
区
電
友
会
の
会
長
と
事
務
局

長
が
出
席
し
、
支
部
総
会
に
あ
た
る
2
8
年
度
第
1
回

理
事
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

澤
田
支
部
長
挨
拶
の
後
、
来
賓
の
N
T
T
東
日
本

岩
手
支
店
菊
池
企
画
総
務
部
長
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た

だ
き
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

議
事
は
、
前
年
度
の
活
動
状
況
・
決
算
を
報
告
・

承
認
し
た
あ
と
、
2
8
年
度
の
活
動
計
画
・
予
算
等
を

決
定
し
ま
し
た
。

1
　
決
定
し
た
活
動
計
画
の
重
点

加
会
員
の
心
豊
か
な
生
活
と
　
「
生
き
甲
斐
」
　
へ
の
支

援
㈲
社
会
に
と
っ
て
価
値
あ
る
活
動
の
推
進
㈱
組

織
活
性
化
の
取
組
み
㈱
N
T
T
及
び
グ
ル
ー
プ
会

社
の
諸
施
策
へ
の
協
力
㈲
防
災
意
識
の
醸
成

2
　
役
員
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

・
事
務
局
長
　
新
任
　
工
藤
　
巌
　
（
盛
岡
）

・
理
事
　
　
　
新
任
　
菅
原
　
巧
　
（
一
関
）

・
理
事
　
　
　
新
任
　
上
飯
坂
富
喜
子
（
釜
石
）

台
風
の
情
報
も
あ
り
ま
し
た
が
、
競
技
中
は
天
候

に
恵
ま
れ
ケ
ガ
も
な
く
楽
し
く
プ
レ
ー
を
し
て
お
り

ま
し
た
。
優
勝
者
は
北
上
の
高
橋
貢
雄
さ
ん
、
2
位
は
北
上

の
小
野
寺
寿
雄
さ
ん
、
3
位
は
8
5
歳
の
最
高
齢
者
で

あ
る
一
関
の
亀
岡
仁
志
さ
ん
で
し
た
。

皆
様
は
次
回
の
優
勝
に
向
け
て
意
気
揚
々
と
帰
宅
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優勝した高橋貢雄さん（北上）　　　　　日ごろの力を発揮して

12

それでは作品展の準備に入ります－

「復元納棺師」笹原氏の講演

第1回N［・OB大学模梯

）

ご
ろ
丹
精
込
め
て
制
作
し
た
力
作
8
9
作
品
が
寄
せ
ら

れ
、
運
営
委
員
及
び
会
員
の
協
力
で
展
示
し
ま
し
た
。

来
場
者
は
N
T
T
・
O
B
と
現
役
の
方
は
も
と
よ

り
近
郊
市
町
村
の
方
々
旅
行
者
等
4
日
間
で
約

8
0
0
名
。
来
場
し
て
頂
い
た
N
T
T
岩
手
支
店
長

始
め
幹
部
の
方
々
か
ら
賞
賛
の
声
も
あ
り
、
盛
大
な

展
示
会
と
な
り
ま
し
た
。
作
品
を
展
示
し
て
い
た
だ

い
た
方
、
展
示
会
を
企
画
、
運
営
し
て
い
た
だ
い
た

運
営
委
員
の
ご
尽
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

次
回
第
3
1
回
の
開
催
は
、
平
成
2
9
年
9
月
2
6
日
～

9
月
2
9
日
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◎
第
1
回
N
T
T
・
O
B
大
学

◆
盛
岡
電
友
会

◎
第
3
0
回
N
T
T
・
O
B
作
品
展
開
催

毎
年
秋
の
恒
例
行
事
で
あ
る
N
T
T
・
O
B
等
に

よ
る
作
品
展
を
盛
岡
駅
西
口
マ
リ
オ
ス
ビ
ル
2
0
階
展

望
室
展
示
場
に
て
9
月
2
7
日
か
ら
9
月
3
0
日
の
4
日

間
開
催
し
ま
し
た
。

3
0
回
目
と
な
る
今
回
は
5
1
名
の
方
か
ら
書
道
、
絵

画
、
版
画
、
写
真
、
彫
刻
・
陶
芸
・
手
芸
な
ど
、
日

今
回
は
参
加
者
も
あ
っ

と
驚
く
講
演
を
企
画
し
ま

し
た
。
「
復
元
納
棺
師
」

の
笹
原
留
以
子
氏
を
迎
え

単
な
る
納
棺
で
は
な
く
事

故
等
で
面
影
が
な
く
な
っ

た
遺
体
を
現
場
で
ご
遺
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族
の
要
望
を
伺
い
　
「
復
元
」
す
る
こ
と
で
最
後
の
時

間
を
奉
仕
す
る
、
き
わ
め
て
難
し
い
仕
事
を
さ
れ
て

い
る
方
で
す
。
独
学
で
復
元
納
棺
師
の
資
格
を
取
得

し
、
多
く
の
受
講
生
を
全
国
に
持
ち
、
東
日
本
大
震

災
で
は
約
3
0
0
人
を
超
え
る
遺
体
を
復
元
し
、
安

置
所
に
5
か
月
以
上
滞
在
し
遺
族
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
奉
仕
し
、
「
シ
チ
ズ
ン
・
オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
H
賞
」

を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

「
死
か
ら
生
を
考
え
る
」
有
意
義
な
1
時
間
半
の

講
演
を
終
了
し
ま
し
た
。

講
演
会
へ
は
7
9
名
の
参
加
を
頂
き
ま
し
た
。

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

仰
岩
手
N
T
T
－
O
B
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

2
8
年
度
は
3
月
1
2
日
の
総
会
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
若
干
の
会
則
の
変
更
、
年
間
の
コ
ン

ペ
　
（
例
会
）
　
の
日
程
の
確
認
及
び
皆
が
最
も
気
に
な

る
新
年
度
の
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
の
発
表
等
を
行
い

総
会
の
最
大
の
目
的
で
あ
る
懇
親
会
を
行
い
各
自
の

今
年
の
抱
負
等
を
ユ
ー
モ
ア
い
っ
ぱ
い
に
発
表
し
、

い
よ
い
よ
始
ま
る
ゴ
ル
フ
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
ま
し
た
。

会
員
は
、
盛
岡
、
二
戸
、
宮
古
、
大
船
渡
、
平
泉
、

一
関
、
水
沢
、
北
上
、
花
巻
、
鹿
角
（
秋
田
）
、
仙
台
（
宮

城
）
　
の
ゴ
ル
フ
好
き
が
、
県
内
外
の
各
地
か
ら
5
3
名

ほ
ど
集
ま
り
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
会
員
は
8
5
才
の
高
齢
者
を
筆
頭
に
6
2
才
の

若
者
？
ま
で
、
皆
持
病
？
を
抱
え
、
薬
を
飲
み
つ
つ

毎
月
の
例
会
（
第
2
金
曜
日
）
を
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

ま
た
、
気
に
な
る
成
績
や
コ
ン
ペ
内
容
は
次
回
報

告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

間
程
度
、
場
所
は
N
T
T
岩
手
支
店
第
3
ビ
ル
の
O

B
サ
ロ
ン
で
す
。
皆
様
も
是
非
お
い
で
下
さ
い
。

㈱
音
楽
を
語
り
合
う
会

こ
の
会
も
音
楽
を
語
り
合
っ
て
1
8
年
経
ち
ま
し
た
。

主
な
活
動
と
し
て
、
演
奏
会
ば
か
り
で
な
く
、
歌

劇
や
バ
レ
エ
、
野
外
コ
ン
サ
ー
ト
等
テ
レ
ビ
で
放
送

し
た
良
い
も
の
を
厳
選
し
て
鑑
賞
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
毎
年
仙
台
フ
ィ
ル
が
演
奏
会
を
行
っ
て
い
ま
す

が
鑑
賞
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
例
会
日
は
、

原
則
と
し
て
第
2
・
第
4
金
曜
日
で
、
時
間
は
2
時

㈱
麻
雀
同
好
会

同
好
会
の
例
会
は
毎
年
6
月
か
ら
3
月
ま
で
の
3

か
月
お
き
に
年
4
回
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

2
8
年
度
既
に
実
施
済
み
の
成
績
は
別
途
と
し
、
先

ず
は
昨
年
度
の
年
間
成
績
の
結
果
を
ご
紹
介
し
ま

し
ょ
、
つ
。

年
間
優
　
勝
　
細
野
　
直
彦
さ
ん
　
1
4
2
6
点

年
間
準
優
勝
　
伊
藤
　
堅
弥
さ
ん
　
1
2
0
4
点

続
い
て
第
1
回
、
第
2
回
の
成
績
を
紹
介
し
ま
す
。

・
2
8
年
度
第
1
回
　
（
6
月
6
日
開
催
　
5
卓
2
0
名
）
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優
　
勝
　
　
　
小
野
寺
博
昭
さ
ん

準
優
勝
　
　
　
戸
津
　
信
男
さ
ん

2
8
年
度
第
2
回
（
9
月
1
0
日
開
催

優
　
勝
　
　
　
近
藤
　
茂
雄
さ
ん

準
優
勝
　
　
　
野
中
　
忠
　
さ
ん

7
6
4
占
…

6
9
4
占
＝

6
卓
2
4
名
）

6
4
0
占
…

5
4
3
古
…

当
同
好
会
に
は
正
会
員
3
6
名
、
準
会
員
4
名
の
4
0

名
程
が
登
録
し
て
お
り
ま
す
が
、
古
く
か
ら
の
会
員

の
高
齢
化
や
当
日
行
事
の
重
な
り
な
ど
で
5
卓
～
6

卓
の
開
催
が
や
っ
と
の
状
況
で
す
。

電
友
会
員
及
び
O
B
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
ご
家
族

の
皆
さ
ん
の
御
入
会
を
心
よ
り
お
待
ち
い
た
し
て
お

り
ま
す
。
イ
ン
ド
ア
ゲ
ー
ム
で
す
の
で
、
体
力
よ
り
頭
の
回

転
で
　
（
勿
論
付
き
も
あ
り
ま
す
が
）
　
ゲ
ー
ム
を
進
め

ま
す
の
で
、
最
近
急
増
し
て
い
る
認
知
症
予
防
に
も

寄
与
す
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

優
勝
か
ら
5
位
ま
で
の
入
賞
の
他
に
5
種
類
ほ
ど

の
特
別
賞
が
あ
り
、
残
念
な
が
ら
前
記
賞
に
該
当
し

な
か
っ
た
参
加
者
全
員
に
参
加
賞
を
出
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
手
ぶ
ら
で
帰
宅
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
他
に
年
間
4
回
の
例
会
に
全
回
参
加
す
る

こ
と
に
よ
る
皆
勤
賞
、
そ
し
て
年
間
の
優
勝
～
第
3

位
迄
の
会
員
に
は
総
会
の
席
上
で
表
彰
す
る
等
、
沢

山
の
景
品
を
用
意
し
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

刷
高
松
囲
碁
ク
ラ
ブ

4
月
2
3
日
N
T
T
・
O
B
サ
ロ
ン
で
平
成
2
8
年
度

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
9
名
の
参
加
に

よ
り
第
1
回
定
期
大
会
を
催
し
、
優
勝
澤
田
俊
夫
さ

ん
、
准
優
勝
黒
川
健
児
さ
ん
で
し
た
。

第
2
回
定
期
大
会
は
、
7
月
2
3
日
8
名
の
参
加
で

優
勝
黒
川
健
児
さ
ん
、
準
優
勝
細
野
直
彦
さ
ん
で
し

た。

月
例
会
は
、
次
の
通
り
で
し
た
。
（
最
終
土
曜
日
）

5
月
4
名
　
　
8
月
4
名
　
　
9
月
6
名

恒
例
の
東
北
4
県
親
善
囲
碁
大
会
は
、
5
月
2
9
日

つ
な
ぎ
温
泉
清
温
荘
で
開
催
さ
れ
、
青
森
が
優
勝
を

決
め
ま
し
た
。

員
は
8
名
で
第
2
月
曜
日
を
定
例
会
と
し
て
O
B
サ

ロ
ン
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
主
要
な
行
事
と
し
て
は

例
年
O
B
余
技
作
品
展
へ
の
出
展
と
歳
末
に
年
賀
状

を
版
画
で
作
成
し
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
頂
い
て
お
り
ま

す。

㈲
版
画
サ
ー
ク
ル

サ
ー
ク
ル
が
発
足
し
て
早
2
4
年
に
な
り
ま
す
。
会

㈲
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
楽
し
む
会

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、
会
員
相
互
が
生
涯

夢
を
　
〝
楽
し
く
・
明
る
く
〃
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
月
4

回
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
、
月
1
回
程
度
の
懇
親
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
「
N
T
T
岩

手
O
B
ネ
ッ
ト
」
　
を
月
1
回
更
新
し
て
い
ま
す
。

○
パ
ソ
コ
ン
教
室
の
主
な
学
習
内
容

∴
ア
ジ
タ
ル
写
真
の
編
集
及
び
ア
ル
バ
ム
の
作
成
方
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法
、
自
由
研
究
、
P
C
相
談
会

・
ワ
ー
ド
及
び
エ
ク
セ
ル
の
基
本
的
な
操
作
方
法

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
楽
し
み
方

・
W
 
l
 
n
d
 
O
 
W
 
S
1
0
の
基
本
　
等

○
パ
ソ
コ
ン
に
興
味
が
有
る
又
は
、
パ
ソ
コ
ン
操
作

の
疑
問
等
有
り
ま
し
た
ら
問
合
せ
及
び
、
パ
ソ
コ
ン

教
室
の
見
学
、
体
験
入
学
も
大
歓
迎
で
す
。

桜機会例

月
姫
神
山
、
9
月
砥
森
山
、
1
0
月
は
鬼
ケ
瀬
山
に
決

ま
り
ま
し
た
。
5
月
1
0
日
鞍
掛
山
は
1
0
名
が
参
加
し

て
淡
い
緑
の
中
を
カ
タ
ク
リ
や
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
な
ど

の
花
々
を
愛
で
な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。

6
月
の
兜
明
神
岳
・
岩
神
山
は
初
夏
の
心
地
よ
い

風
の
な
か
ワ
ラ
ビ
を
取
り
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
ハ
イ

キ
ン
グ
を
し
ま
し
た
。
昼
食
に
は
木
陰
で
携
行
の
ガ

ス
コ
ン
ロ
で
湯
を
沸
か
し
、
熱
い
コ
ー
ヒ
ー
を
い
た

だ
く
と
な
ん
と
も
言
え
な
い
幸
せ
な
気
分
に
な
り
ま

した。7
月
2
2
日
は
秋
田
駒
ヶ
岳
へ
向
け
て
早
朝
盛
岡
を

発
ち
、
登
山
バ
ス
利
用
で
8
合
目
か
ら
新
道
コ
ー
ス

を
登
り
、
好
天
の
申
す
ば
ら
し
い
眺
望
と
咲
き
誇
る

花
々
を
堪
能
し
ま
し
た
。

㈱
自
然
探
勝
コ
マ
ク
サ
会

会
の
目
的
は
山
野
に
出
て
自
然
に
親
し
む
こ
と
に

よ
り
健
康
の
増
進
を
図
る
こ
と
や
写
真
や
版
画
等
の

題
材
を
み
つ
け
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
が
、
会
員
の
高

齢
化
な
ど
に
よ
り
長
く
歩
く
事
が
困
難
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
た
め
花
の
名
所
や
美
し
い
風
景
を
求
め
て

の
バ
ス
旅
行
が
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。

2
8
年
の
お
花
見
は
岩
手
公
園
で
行
い
ま
し
た
。

秋
に
は
遠
野
郷
へ
の
日
帰
り
旅
行
を
計
画
し
て
い

ます。

刑
さ
ん
ば
の
会

4
月
3
0
日
繋
ホ
テ
ル
大
観
に
て
1
2
名
が
参
加
し
総

会
を
行
い
、
そ
の
後
は
楽
し
い
食
事
と
歓
談
の
時
間

を
も
ち
ま
し
た
。

2
8
年
度
の
実
行
計
画
と
し
て
5
月
は
鞍
掛
山
、
6

月
兜
明
神
岳
∵
∴
看
神
山
、
7
月
は
秋
田
駒
ヶ
岳
、
8

㈱
不
来
方
釣
り
ク
ラ
ブ

4
月
2
3
日
、
き
の
え
ね
本
店
に
お
い
て
総
会
を
開
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催
し
、
2
7
年
度
の
決
算
・
監
査
報
告
の
後
、
2
8
年
度

の
実
行
計
画
・
予
算
案
が
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま

した。6
月
か
ら
日
月
ま
で
船
釣
り
と
岸
壁
釣
り
を
交
互

に
計
画
し
、
気
持
ち
は
早
く
も
海
に
向
か
っ
て
お
り

ま
し
た
。
昼
食
を
済
ま
せ
て
、
無
事
総
会
も
終
了
し

ま
し
た
。
恒
例
の
釣
り
旅
行
は
、
7
月
に
碁
石
海
岸
の
民
宿

「
海
楽
荘
」
　
に
1
泊
し
て
、
美
味
し
い
海
の
幸
を
堪

能
し
な
が
ら
の
ん
び
り
と
釣
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

1
0
月
に
も
1
泊
で
の
釣
り
旅
行
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

）

◆
花
巻
電
友
会

◎
新
緑
・
親
睦
・
快
動
・
快
汗
の

日
帰
り
レ
ク
実
施

平
成
2
8
年
6
月
2
2
日
、
イ
ー
ハ
ト
ー
ヴ
電
電
サ
ー

ク
ル
主
催
、
花
巻
電
友
会
、
花
巻
退
職
者
の
会
共
催

花
巻
電
友
会
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
サ
ー
ク
ル
後
援
に
よ
る

日
帰
り
レ
ク
を
奥
州
市
の
胆
沢
川
温
泉
さ
く
ら
の
湯

「
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
ガ
ー
デ
ン
」
　
に
お
い
て
実
施
し
ま

した。今
年
度
の
日
帰
り
レ
ク
は
、
誰
で
も
手
軽
に
参
加

で
き
日
頃
の
運
動
不
足
を
解
消
し
そ
の
心
地
良
い
汗

と
疲
れ
を
温
泉
で
癒
や
し
、
更
に
血
行
促
進
剤
で
喉

を
潤
し
脳
細
胞
を
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
な
が
ら
会
員
間

の
親
睦
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
日
帰
り
レ
ク
は
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
メ
イ
ン

に
し
た
こ
と
か
ら
、
施
設
と
の
交
渉
、
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
の
進
行
等
す
べ
て
を
花
巻
電
友
会
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

サ
ー
ク
ル
事
務
局
の
高
橋
一
朗
さ
ん
に
お
願
い
し
、

そ
つ
の
無
い
取
り
組
み
で
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

こ
の
時
期
は
何
か
と
慌
た
だ
し
く
、
か
つ
、
梅
雨

の
季
節
と
い
う
こ
と
で
連
日
雨
模
様
の
天
気
で
し
た

が
、
や
る
気
満
々
の
1
3
名
の
方
が
参
加
さ
れ
た
せ
い

か
、
時
お
り
青
空
が
覗
き
凌
ぎ
や
す
い
気
温
の
絶
好

の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
日
和
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
気
合

十
分
。
ベ
テ
ラ
ン
組
は
久
し
ぶ
り
の
ク
ラ
ブ
感
触
に

早
速
グ
リ
ー
ン
へ
。
今
回
、
初
め
て
ク
ラ
フ
を
握
る

方
へ
は
ベ
テ
ラ
ン
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
サ
ー
ク
ル
会
員

が
親
切
・
適
切
な
指
導
を
お
こ
な
い
新
緑
に
囲
ま
れ

た
フ
ェ
ア
ウ
エ
ー
を
共
に
気
持
ち
よ
く
プ
レ
ー
を
行

い
ま
し
た
。

ケ
ー
ム
終
了
後
、
懇
親
会
場
に
移
り
、
ま
ず
は
湯

上
り
後
の
冷
た
い
ビ
ー
ル
、
そ
し
て
今
回
の
ゲ
ー
ム

は
日
帰
り
レ
ク
の
一
環
と
し
て
実
施
し
た
た
め
勝
敗

を
無
く
し
た
こ
と
か
ら
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン
方
式
に
よ
り

参
加
者
全
員
へ
景
品
の
授
与
。

今
回
の
レ
ク
に
対
し
観
光
地
を
訪
れ
る
レ
ク
も
良
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雨二モマケズ全員完歩をめざして
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い
し
、
今
回
の
レ
ク
も
楽
し
い
。
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の

ヘ
テ
ラ
ン
組
か
ら
は
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
の
自
慢
話
等

飲
む
ほ
ど
に
盛
り
上
が
っ
た
楽
し
い
日
帰
り
レ
ク
で

した。
◎
イ
ギ
リ
ス
海
岸
や
新
渡
戸
ロ
ー
ド
を

ウ
オ
ー
キ
ン
グ

8
月
2
0
日
、
花
巻
電
友
会
及
び
花
巻
退
職
者
の
全

会
員
1
0
名
が
、
第
1
9
回
岩
手
花
巻
市
イ
ー
ハ
ト
ー
ヴ

の
里
ツ
ー
デ
ー
マ
ー
チ
に
参
加
し
ま
し
た
。

当
大
会
へ
の
参
加
は
今
回
で
8
回
目
を
迎
え
ま
し

た
。
熱
中
症
や
日
頃
の
運
動
不
足
と
高
齢
化
に
対
す

る
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
久
し
ぶ
り
に
会
う
会
員

同
士
の
親
睦
を
深
め
る
意
味
で
も
と
参
加
し
た
会
員

の
面
々
が
「
花
巻
の
水
辺
と
新
渡
戸
ロ
ー
ド
を
歩
こ

う
」
　
の
1
0
k
m
コ
ー
ス
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。

出
発
は
午
前
川
時
、
会
場
の
l
R
花
巻
駅
前
「
な

は
ん
プ
ラ
ザ
」
広
場
に
て
参
加
者
全
員
に
よ
る
完
歩

達
成
写
真
を
撮
影
後
、
全
国
か
ら
参
加
さ
れ
た
皆
さ

ん
と
共
に
元
気
よ
く
出
発
。
ほ
ど
な
く
昭
和
4
0
年
代

ま
で
花
巻
駅
か
ら
花
巻
温
泉
ま
で
電
車
が
走
り
、
現

在
は
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
と
な
っ
て
い
る
道
を
途

中
ま
で
歩
き
、
そ
の
後
き
れ
い
に
整
備
さ
れ
た
小
川

が
流
れ
る
公
園
で
麦
茶
を
補
水
し
、
宮
沢
賢
治
が
名

付
け
た
　
「
イ
ギ
リ
ス
海
岸
」
　
へ
向
か
う
。
そ
こ
は
、

か
つ
て
大
昔
に
は
海
の
渚
で
白
い
泥
岩
と
青
い
水
の

あ
や
な
す
風
情
に
、
賢
治
は
ド
ー
バ
ー
海
峡
の
白
亜

の
壁
を
連
想
し
た
場
所
で
あ
る
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
空

模
様
は
白
か
ら
濃
い
グ
レ
ー
に
変
わ
り
雨
雲
が
一
層

厚
く
垂
れ
こ
め
、
や
が
て
雨
脚
も
路
面
を
打
ち
付
け

る
勢
い
と
な
り
参
加
者
は
所
々
の
水
た
ま
り
を
避
け

な
が
ら
遠
雷
の
中
を
ハ
ー
ド
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。
ま
さ

に
宮
沢
賢
治
の
詩
「
雨
二
モ
マ
ケ
ス
」
を
体
感
。

や
が
て
、
前
線
も
足
早
に
通
過
し
空
が
明
る
く

な
っ
た
こ
ろ
に
は
、
早
池
峰
山
を
遠
望
し
な
が
ら
北

上
川
堤
防
の
道
を
南
下
し
次
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
花

巻
城
三
の
丸
公
園
へ
と
歩
む
。

三
の
丸
公
園
は
、
通
過
確
認
・
休
憩
・
昼
食
場
所
。

地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
と

麦
茶
等
の
補
水
そ
し
て
花
巻
の
名
産
品
白
金
豚
　
（
プ

ラ
チ
ナ
ポ
ー
ク
）
　
で
作
っ
た
　
「
白
金
豚
汁
」
　
の
振
る

舞
い
は
、
心
身
の
疲
れ
を
回
復
す
る
の
に
十
分
。
お

互
い
に
お
い
し
い
味
に
舌
鼓
し
な
が
ら
、
こ
こ
ま
で

の
コ
ー
ス
の
振
り
返
り
や
ゴ
ー
ル
ま
で
の
予
測
そ
し

て
会
員
同
士
の
近
況
を
話
し
会
い
親
睦
を
深
め
た
後

ゴ
ー
ル
目
指
し
ス
タ
ー
ト
開
始
。
途
中
、
国
際
平
和

と
教
育
に
尽
く
さ
れ
た
新
渡
戸
稲
造
ゆ
か
り
の
あ
る

屋
敷
跡
な
ど
を
通
り
商
店
街
に
入
る
。
高
さ
2
5
c
m
l
O

段
重
ね
の
箸
で
食
べ
る
巨
大
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
で
全

国
に
も
名
が
知
ら
れ
た
が
、
現
在
は
開
店
中
の
デ

パ
ー
ト
　
（
2
9
年
2
月
に
は
食
堂
等
の
一
部
が
再
オ
ー

プ
ン
予
定
）
　
な
ど
を
遊
歩
し
、
そ
し
て
大
き
な
柏
手

に
迎
え
ら
れ
る
中
、
元
気
よ
く
出
発
し
た
ア
ー
チ
を

反
対
側
か
ら
全
員
が
爽
や
か
な
笑
顔
で
通
り
抜
け
ま

した。
◆
釜
石
地
区
電
友
会

◎
沿
岸
4
地
区
文
化
講
演
会
開
催

平
成
2
8
年
1
0
月
7
日
ホ
テ
ル
シ
ー
ガ
リ
ア
マ
リ
ン

に
於
い
て
、
遠
野
、
大
船
渡
、
宮
古
、
釜
石
地
区
よ

り
5
2
名
が
参
加
し
て
、
「
沿
岸
4
地
区
文
化
講
演
会
」

を
開
催
し
た
。

テ
ー
マ
は
2
7
年
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
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日本最古の洋式高炉跡（3番高炉）

沿岸4地区文化講演会模様

川

OBルームで気楽にいつまでも続く
暑気払い

た
　
「
橋
野
鉄
鉱
山
に
つ
い
て
」
　
と
題
し
て
、
講
師
の

釜
石
市
総
務
企
画
部
世
界
遺
産
宣
係
長
森
一
欽
様
よ

り
講
演
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

世
界
遺
産
の
話
で
、
し
か
も
鉄
の
話
と
聞
く
と
と

て
も
硬
く
考
え
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
を
使
用
し
、
解
り
や
す
い
説
明
の
お
陰
で
、

‥

が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
か
が
理
解
出
来
た
有
意

義
な
講
演
会
で
し
た
。

そ
の
あ
と
、
各
地
区
よ
り
活
動
報
告
が
な
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
活
躍
ぶ
り
を
伺
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

最
後
は
釜
石
の
コ
ー
ラ
ス
隊
？
と
参
加
者
全
員
で
合

唱
し
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
。

な
ぜ
釜
石
に
大
島
高
任
に

よ
り
洋
式
高
炉
が
造
ら
れ
、

現
在
の
釜
石
製
鉄
所
と
な

り
、
そ
し
て
な
ぜ
明
治
日

本
の
産
業
革
命
遺
産
と
し

て
他
の
遺
産
か
ら
離
れ
た

岩
手
の
地
の
橋
野
鉄
鉱
山

◆
遠
野
地
区
電
友
会

◎
暑
気
払
い
と
新
会
員
大
歓
迎
会

暑
い
暑
い
と
言
っ
て
も
遠
野
の
夏
は
あ
っ
と
い
う

間
に
す
ぎ
ま
す
。
で
も
必
ず
行
う
の
が
み
ん
な
集

ま
っ
て
楽
し
む
暑
気
払
い
。
7
月
2
9
日
私
達
の
集
い

の
場
所
と
し
て
い
る
O
B
ル
ー
ム
で
開
催
し
ま
し
た
。

毎
週
水
曜
日
に
集
ま
り
趣
味
の
物
作
り
を
し
た
り
、

情
報
交
換
二
軍
議
等
を
行
う
場
所
で
2
1
名
の
参
加
で

し
た
。
開
会
は
5
時
か
ら
で
す
が
女
性
役
員
は
少
し

早
目
に
集
合
し
買
出
し
、
会
場
の
準
備
を
し
ま
し
た
。

も
盛
り
あ
が
っ
た
。
現
職
の
頃
は
関
東
方
面
で
お
仕

事
を
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
で
私
達
は
初
め
て
の
顔

あ
わ
せ
で
し
た
が
ず
っ
と
前
か
ら
一
緒
に
い
た
仲
間

の
様
に
感
じ
さ
せ
る
佐
々
木
さ
ん
で
し
た
。
郷
虫
は

遠
野
だ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
か
。
退
職
後
御
両
親
の

お
世
話
を
す
る
と
の
事
で
し
た
。
み
ん
な
で
歓
迎
の

花
束
を
贈
り
喜
び
を
大
に
し
ま
し
た
。
及
川
会
長
の

あ
い
さ
つ
、
生
ビ
ー
ル
で
乾
杯
、
い
つ
も
あ
う
人
、

久
し
ぶ
り
に
あ
う
人
あ
ま
り
広
く
な
い
部
屋
が
み
ん

な
の
笑
顔
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
退
職
後
に
始
め
た

趣
味
の
話
、
旅
行
の
約
束
、
病
気
を
し
て
病
名
を
告

げ
ら
れ
体
の
血
の
気
が
引
く
と
は
こ
の
こ
と
か
と

思
っ
た
こ
と
等
。
今
は
元
気
そ
う
な
の
で
大
変
な
思

心
配
し
た
男
性
役
員
も
早

目
に
来
て
く
れ
皆
で
相
談

し
協
力
し
な
が
ら
作
業
を

す
る
の
で
楽
し
い
も
の
で

す
。
今
回
は
嬉
し
い
こ
と

に
新
し
い
会
員
の
加
入
と

い
う
事
で
会
は
何
倍
に
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展示の準備も出来たので
笑顔でお客様を待ちましょう

NTTとの交流会を実施して

い
を
し
た
の
だ
な
と
驚
き
な
が
ら
も
今
日
は
元
気
で

暑
気
払
い
に
参
加
出
来
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

脚
・
腰
が
痛
い
と
か
健
康
の
話
等
、
思
い
思
い
の
話

で
楽
し
い
時
間
が
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。
お
互
い
の

健
康
を
気
遣
い
な
が
ら
会
は
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

夏
の
夜
風
が
気
持
ち
良
い
夜
で
し
た
。

◎
道
の
駅
「
風
の
丘
」
で
作
品
展
示
会

継
続
は
力
な
り
と
い
い
ま
す
が
2
8
年
も
恒
例
の
行

事
で
あ
る
展
示
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
風
の
丘
は
本

当
に
風
の
強
い
場
所
で
す
。
で
も
道
の
駅
と
し
て
は

人
気
の
ス
ポ
ッ
ト
。
相
月
日
日
～
1
0
月
1
5
日
ま
で
展

示
、
そ
し
て
手
作
り
の
晶
も
販
売
し
ま
し
た
。
秋
は

行
楽
の
シ
ー
ズ
ン
で
も
あ
る
の
で
市
内
外
の
皆
さ
ん

が
立
ち
寄
っ
て
く
れ
ま
し
だ
。
「
去
年
も
買
っ
て
い

き
ま
し
た
よ
」
　
「
会
員
の
皆
さ
ん
の
つ
な
が
り
が
す

ぼ
ら
し
い
ね
」
数
々
の
励
ま
し
の
言
葉
に
次
回
も
出

来
る
か
ぎ
り
頑
張
っ
て
み
よ
う
と
い
う
気
持
ち
に
さ

せ
ら
れ
る
一
瞬
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
寒
く
な

る
遠
野
の
冬
、
や
は
り
毛
糸
類
の
品
が
多
く
売
れ
ま

出
来
る
事
を
念
じ
今
か
ら
心
の
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

本
当
に
お
つ
か
れ
様
で
し
た
。

出
発
し
て
、
及
川
禰
会
長
と
工
藤
所
長
か
ら
挨
拶

を
頂
き
、
及
川
文
行
副
会
長
の
音
頭
で
乾
杯
を
し
て

幕
を
開
け
ま
し
た
。

平
山
新
平
さ
ん
も
参
加
し
て
く
れ
た
の
で
、
久
し

ぶ
り
に
お
会
い
し
て
話
が
弾
み
ま
し
た
。

三
陸
鉄
道
か
ら
は
、
袴
姿
の
ア
テ
ン
ド
さ
ん
が

色
々
案
内
を
さ
れ
ま
し
た
が
、
し
ば
ら
く
ぶ
り
に
お

会
い
し
た
仲
間
と
の
話
に
花
が
咲
き
、
ア
テ
ン
ド
さ

ん
の
話
は
耳
に
入
ら
な
い
よ
う
で
し
た
。

途
中
の
恋
し
浜
駅
で
は
、
焼
き
ホ
タ
テ
を
積
み
込

ん
で
食
事
に
花
を
添
え
て
く
れ
ま
し
た
。

し
た
。
そ
の
他
ア
イ
デ
ア

作
品
の
小
物
類
も
す
ぼ
ら

し
い
物
ば
か
り
で
し
た
。

2
名
ず
つ
の
当
番
の
協
力

を
い
た
だ
き
無
事
終
わ
る

事
が
出
来
ほ
っ
と
し
て
い

る
秋
で
す
。
次
回
も
開
催

◆
お
お
ふ
な
と
電
友
会

◎
N
T
T
と
の
交
流
会
実
施

9
月
2
9
日
三
陸
鉄
道
南
リ
ア
ス
線
を
利
用
し
て
、

レ
ト
ロ
列
車
を
貸
切
り
盛
駅
か
ら
釜
石
駅
と
の
往
復

で
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
天
気
も
良
く
会
員
4
5
名
と
N
T
T
沿
岸
営

業
所
工
藤
正
悦
所
長
の
ご
出
席
を
頂
き
、
賑
や
か
に

行
い
ま
し
た
。
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帰
り
に
は
車
内
で
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
等
行
い
、
ま
た

の
再
会
を
約
束
し
て
お
開
き
と
し
ま
し
た
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
大
変
あ
り
が
と
う
御
座
い
ま
し

た。◎
サ
ー
ク
ル
活
動

㈲
大
船
渡
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
同
好
会

平
成
2
8
年
度
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
同
好
会
の
毎

月
の
例
会
も
3
月
か
ら
開
始
し
て
日
月
に
終
了
し
ょ

う
と
し
て
お
り
ま
す
。
硯
在
の
会
員
数
は
男
性
1
5
名

女
性
8
名
合
計
2
3
名
で
す
。
毎
月
の
例
会
は
第
1
木

曜
日
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
会
員
全
員
が
参
加
す

る
の
は
大
変
難
し
く
て
、
平
均
す
る
と
毎
月
は
く
㌧
目

名
に
な
り
ま
す
。
新
し
く
入
会
す
る
会
員
が
い
ま
せ

）

ん
の
で
平
均
年
齢
が
上
が
る
一
方
で
す
。
色
々
機
会

が
あ
る
た
び
に
入
会
勧
奨
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、

思
う
よ
う
に
行
き
ま
せ
ん
。
9
月
8
日
に
第
1
9
回
N

T
T
・
O
B
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
岩
手
県
大
会
が
岩

手
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
・
ア
ピ
オ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
、
当
同
好
会
か
ら
7
名
が

参
加
し
、
総
勢
6
1
名
が
参
加
し
た
中
で
笹
野
則
男
さ

ん
が
9
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
2
8
年
の
N

T
T
記
念
日
1
0
月
2
3
日
は
日
曜
の
た
め
2
0
日
に
記
念

日
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
2
8
年
は
4
5
年
ぶ
り
に
希

望
郷
岩
手
国
体
が
開
催
さ
れ
、
大
船
渡
で
は
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
が
公
開
競
技
と
し
て
9
月
2
4
日
と
2
5
日

の
2
日
間
に
渡
っ
て
開
催
さ
れ
、
大
船
渡
か
ら
も
参

加
し
た
岩
手
A
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。
今
後
は

国
体
の
為
に
立
派
に
整
備
さ
れ
た
会
場
で
例
会
が
出

来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
1
人
で
も
多
く
の
会
員
の

入
会
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

㈲
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
サ
ー
ク
ル
「
お
針
箱
」

会
員
は
1
0
名
で
、
毎
週
月
曜
日
午
前
川
時
か
ら
午

後
3
時
ま
で
、
電
話
局
の
4
階
O
B
室
に
集
ま
っ
て

活
動
し
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
て
ん
で
ん
に
作
り
た
い
も
の
を
作
っ
て

い
て
、
で
き
る
人
は
数
え
な
が
ら
で
き
な
い
人
は
教

え
て
も
ら
い
な
が
ら
そ
れ
な
り
に
…

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
だ
け
で
な
く
お
茶
を
飲
み
な
が
ら

の
お
し
ゃ
べ
り
も
、
料
理
教
室
に
な
っ
た
り
困
り
こ

と
相
談
に
な
っ
た
り
。
時
に
は
政
治
談
義
も
芸
能

ニ
ュ
ー
ス
も
、
と
話
題
豊
富
で
賑
や
か
で
す
。

晦
年
、
東
京
ド
ー
ム
の
「
国
際
キ
ル
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
　
の
　
『
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
キ
ル
ト
』
、
2
0
c
m

四
方
の
小
さ
な
作
品
で
す
が
ほ
ぼ
毎
年
応
募
し
て
お

り
、
2
8
年
も
頑
張
っ
て
全
員
で
応
募
し
ま
し
た
。
研

修
と
称
し
て
た
ま
に
は
東
京
ド
ー
ム
ま
で
出
か
け
見

聞
を
広
め
て
お
り
ま
す
。

3
年
毎
の
作
品
展
示
会
が
、
会
員
の
創
作
意
欲
を

高
め
頑
張
る
源
に
も
な
っ
て
い
て
、
2
8
年
の
6
月
2
5
、

2
6
日
に
、
第
5
回
昌
の
作
品
展
示
会
を
無
事
終
え
た

と
こ
ろ
で
す
。

「
次
の
3
年
後
に
ゃ
生
ぎ
で
っ
ペ
が
や
ぁ
」
と
口
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お座敷列車が来ましたヨー

さて、缶ヒールをあけて

カメ吉はとこかな

で
は
言
い
な
が
ら
も
、
ま
た
3
年
後
に
向
け
チ
ク
チ

ク
ひ
と
は
り
一
針
、
ゆ
っ
く
り
ゆ
っ
く
り
動
き
始
め

て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

前
に
し
て
、
冷
た
い
ビ
ー
ル
で
喉
を
う
る
お
し
た
。

「
三
陸
鉄
道
北
リ
ア
ス
線
」
　
の
お
座
敷
列
車
を
利

用
し
、
普
代
～
久
慈
駅
間
の
約
3
0
数
分
を
車
窓
か
ら

絶
景
の
海
辺
を
眺
め
て
、
ま
た
ま
た
缶
ビ
ー
ル
で
乾

杯
し
久
慈
に
戻
っ
た
。
久
慈
市
内
の
道
の
駅
「
士
風

館
」
　
で
お
土
産
を
買
い
無
事
水
沢
に
帰
着
し
た
。

◆
水
沢
地
区
電
電
友
の
会

◎
「
復
活
！
久
慈
・
も
ぐ
ら
ん
ぴ
あ
」
と
三
陸
鉄
道

北
リ
ア
ス
線
体
験
の
旅

5
月
2
7
日
、
家
族
2
名
を
含
む
4
3
名
が
参
加
し
て

日
帰
り
旅
行
を
実
施
し
た
。
旅
行
地
は
、
三
陸
北
リ

ア
ス
線
の
お
座
敷
列
車
と
復
活
し
た
水
族
館
「
も
ぐ

ら
ん
ぴ
あ
」
を
選
定
し
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興
状

況
を
確
認
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
雨
模
様
の
中
を
出
発

し
た
が
、
久
慈
に
つ
く
頃
に
は
快
晴
と
な
り
楽
し
い

旅
と
な
っ
た
。
長
時
間
の
バ
ス
の
中
で
は
、
久
慈
に

赴
任
し
た
会
員
の
思
い
出
等
を
聞
き
和
や
か
な
内
に

久
慈
の
水
族
館
に
到
着
し
た
。
津
波
に
よ
り
仝
壊
し

被
災
か
ら
5
年
を
経
て
2
8
年
の
4
月
2
3
日
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し

た
「
も
ぐ
ら
ん
ぴ
あ
」
　
に

は
震
災
を
生
き
延
び
た

「
カ
メ
吉
」
（
ア
オ
ウ
ミ
ガ

メ
）
の
姿
を
見
つ
け
た
。

昼
食
は
何
と
い
っ
て
も
新

鮮
な
「
海
鮮
ど
ん
ぶ
り
」
を

◆
宮
古
地
区
電
友
会

◎
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
の
青
森
へ
1
泊
旅
行

一
行
2
0
名
、
7
月
半
ば
時
期
を
見
計
ら
っ
て
の
出

発
。
6
月
を
予
定
し
て
い
た
恒
例
の
行
事
は
、
田
岡

の
稲
穂
が
措
く
頃
合
に
合
わ
せ
て
の
出
発
と
な
っ
た

の
だ
。
宮
古
地
方
に
は
広
い
田
圃
は
殆
ん
ど
見
当
た

ら
な
い
か
ら
、
皆
、
田
圃
の
絵
画
は
興
味
シ
ン
シ
ン

で
あ
る
。
朝
7
時
半
の
早
い
出
発
。
途
中
弘
前
で
の

昼
食
。
山
路
、
津
軽
岩
木
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
鮒
の
カ
ー

ブ
は
正
に
九
十
九
祈
、
途
中
熊
が
道
を
塞
い
だ
り
の

ス
リ
ル
を
経
て
　
「
岩
木
山
展
望
台
」
　
に
到
着
。
日
本

海
と
津
軽
港
そ
の
北
に
位
置
す
る
北
海
道
の
展
望
を

期
待
し
た
の
だ
が
天
気
に
見
放
さ
れ
た
の
か
、
廻
り

は
霧
？
寓
で
見
え
な
い
。
残
念
！
末
だ
芽
吹
き
の

ア
ッ
プ
ル
街
道
を
経
て
、
田
舎
館
村
「
田
ん
ぼ
ア
ー

ト
」
　
へ
。
天
気
は
だ
ん
だ
ん
明
る
く
な
り
3
時
半
、

到
着
。
展
望
台
か
ら
の
見
学
だ
。
大
勢
の
観
光
客
で

賑
わ
っ
て
い
る
。
眼
下
に
見
え
る
稲
の
絵
は
N
H
K

の
大
河
ド
ラ
マ
「
莫
田
丸
」
。
草
刈
正
雄
が
演
ず
る
「
真

田
昌
幸
」
隣
り
の
田
圃
い
ぼ
い
に
山
本
耕
史
演
ず
る

「
石
田
三
成
」
　
！
そ
っ
く
り
で
あ
る
。
色
と
り
ど
り



各地区電友会だより（岩手）

～今年も盛りだくさんの1泊旅のコース～（パンフレットから抜粋）

これから田植え
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学芸員の説明を聞く
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の
こ
の
稲
は
ど
の
様
に
植
え
付
け
た
の
だ
ろ
う
？
誰

の
発
案
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
？
元
は
休
耕
田
を
活
用
し

て
の
村
お
こ
し
か
ら
観
光
誘
致
へ
と
展
開
し
て
い
っ

た
の
だ
と
聞
く
け
ど
、
人
々
を
和
ま
せ
楽
し
ま
せ
て

く
れ
る
田
圃
の
絵
に
感
心
し
き
り
。

1
泊
の
宿
は
　
「
棟
方
志
功
」
　
ゆ
か
り
の
椿
館
で
、

版
画
や
書
を
堪
能
し
な
が
ら
浅
虫
の
温
泉
と
陸
奥
湾

の
旬
の
味
を
楽
し
み
ま
し
た
。
帰
路
は
奥
入
瀬
渓
流

を
散
策
し
た
り
、
ア
ス
パ
ム
で
お
土
産
、
八
戸
で
は

宮
古
の
魚
英
市
場
と
道
の
駅
の
数
倍
の
広
さ
を
誇
る

「
八
食
セ
ン
タ
ー
」
　
で
買
物
ツ
ア
ー
の
一
行
と
な
り

ま
し
た
。
長
い
旅
で
し
た
。
「
走
行
距
離
数
1
0
0
k
m
」

）

と
バ
ス
の
運
転
手
さ
ん
が
到
着
の
メ
ー
タ
ー
を
見
て

話
し
て
い
ま
し
た
。
次
回
は
県
内
の
温
泉
で
ノ
ン
ビ

リ
！
と
の
会
話
が
出
て
い
ま
し
た
。

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

・
G
G
サ
ー
ク
ル

台
風
1
0
号
は
会
員
が
使
用
し
て
い
る
郊
外
に
あ
る

グ
ラ
ン
ド
も
襲
い
ま
し
た
。
こ
こ
は
3
・
‖
以
前
、

利
用
し
て
い
た
近
く
に
あ
る
河
川
敷
の
公
図
が
流
さ

れ
、
郊
外
に
あ
っ
た
ラ
グ
ビ
ー
場
の
片
隅
を
借
用
し

て
市
の
仲
間
と
共
に
週
3
回
の
練
習
場
に
な
っ
て
い

た
場
所
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
今
回
の
台
風
は
無
残
に

も
此
の
方
に
迄
も
、
途
中
の
道
路
の
決
壊
と
大
き
な

ラ
グ
ビ
ー
場
迄
も
土
砂
が
覆
い
尽
く
し
て
見
る
影
も

無
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

寒
さ
に
向
か
う
ほ
月
か
ら
は
休
会
に
な
る
の
で
春

か
ら
の
会
場
は
如
何
に
な
る
の
か
、
と
会
長
は
思
案

顔
し
き
り
で
す
。

恒
例
の
O
B
全
員
の
　
「
お
楽
し
み
G
G
」
は
日
月

高
台
の
太
平
洋
が
見
渡
せ
る
グ
リ
ン
ピ
ア
田
老
の
体

育
館
で
行
わ
れ
、
食
事
会
と
温
泉
と
で
盛
り
上
が
り

ま
す
。
さ
て
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
は
誰
で
し
ょ
う
？

会
長
の
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
計
画
を
皆
、
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

◆
北
上
電
友
会

◎
県
南
ブ
ロ
ッ
ク
文
化
講
演
会

6
月
柑
目
岩
手
県
南
4
地
区
か
ら
7
5
名
の
会
員
が

参
加
し
「
北
上
平
和
記
念
展
示
館
」
を
見
学
し
ま
し

た
。
こ
こ
は
、
日
中
戦
争
や
太
平
洋
戦
争
に
出
征
し
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よく見て　それ行け－

た
兵
士
「
7
0
0
0
通
の
軍
事
郵
便
」
と
「
戦
争
体

験
に
関
す
る
資
料
」
収
集
・
展
示
を
行
っ
て
い
る
所

で
す
。
学
芸
員
の
方
か
ら
詳
し
い
説
明
を
し
て
頂
き

ま
し
た
。
見
学
後
の
講
演
会
場
で
は
、
館
長
の
高
橋
洋
明
先

生
に
よ
る
　
「
7
0
0
0
通
の
軍
事
郵
便
」
と
題
し
た

講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
演
の
中
で
先
生
は
、

軍
事
郵
便
は
何
を
伝
え
よ
う
と
し
た
も
の
か
を
詳
し

く
話
さ
れ
、
厳
し
い
戦
争
の
様
子
や
戟
友
の
死
・
遺

書
な
ど
に
も
触
れ
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ

の
平
和
記
念
展
示
館
周
辺
は
後
藤
野
飛
行
場
跡
地
で

も
あ
り
、
特
攻
隊
貝
が
飛
び
立
っ
た
飛
行
場
で
も
あ

る
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

講
演
終
了
後
の
交
流
会
で
は
、
会
員
か
ら
　
「
今
日

の
話
を
後
世
に
正
し
く
伝
え
な
く
て
は
ー
」
と
の
声

も
聞
こ
え
、
講
演
会
で
の
「
平
和
の
思
い
」
が
伝
わ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

◎
商
三
陸
被
災
地
へ
の
日
帰
り
レ
ク

北
上
電
友
会
で
は
恒
例
の
　
「
日
帰
り
レ
ク
」
を
9

月
1
0
日
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
の
コ
ー
ス
は
、
三
陸
鉄
道
南
リ
ア
ス
線
で
釜

石
駅
～
盛
駅
間
を
1
時
間
ほ
ど
乗
車
し
、
沿
線
の
被

災
復
興
状
況
を
見
た
後
、
「
お
き
か
な
セ
ン
タ
ー
三

陸
」
　
に
て
昼
食
と
買
い
物
を
、
「
津
波
伝
承
館
」
　
で

語
り
部
に
よ
る
災
害
へ
の
対
処
と
復
旧
へ
の
取
り
組

み
を
、
語
り
と
映
像
で
直
に
聞
く
こ
と
が
出
来
ま
し

た。

語
り
部
の
斉
藤
さ
ん
は
、
「
か
も
め
の
玉
子
」
を

製
造
販
売
し
て
お
り
ま
す
「
さ
い
と
う
製
菓
」
　
の
専

務
さ
ん
で
、
ご
自
身
が
撮
影
し
た
津
波
映
像
を
見
な

が
ら
涙
ぐ
ん
で
話
し
て
お
り
ま
し
た
。
津
波
が
襲
っ

て
き
た
状
況
は
、
津
波
に
よ
る
戟
場
で
、
一
刻
一
刻

の
動
き
が
生
死
の
別
れ
で
し
た
と
。
斉
藤
専
務
さ
ん

は
、
仕
事
中
の
社
員
へ
避
難
の
声
掛
け
、
高
台
へ
の

避
難
誘
導
、
更
に
は
ご
自
身
の
生
活
を
ど
う
す
れ
ば

良
い
か
を
水
・
電
気
・
食
物
・
燃
料
等
々
の
確
保
を

具
体
的
に
話
さ
れ
、
命
を
つ
な
ぐ
大
切
さ
を
身
を

も
っ
て
教
示
さ
れ
ま
し
た
。

お
話
の
熱
意
と
会
員
の
質
問
が
予
想
よ
り
多
か
っ

た
た
め
、
予
定
時
間
を
3
0
分
も
オ
ー
バ
ー
し
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
満
足
な
2
時
間
で
し
た
。

最
後
の
コ
ー
ス
は
、
陸
前
高
田
市
に
あ
り
ま
す
「
奇

跡
の
1
本
松
」
　
で
す
。
周
辺
が
工
事
中
な
の
で
、
車

窓
か
ら
の
見
学
で
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
復
旧
工
事
が

進
ん
で
い
な
い
状
況
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

◆
い
ち
の
せ
き
電
友
会

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

・
N
T
T
・
O
B
一
関
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
同
好
会

現
在
会
員
2
0
名
で
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

月
例
の
プ
レ
ー
は
毎
水
曜
日
に
、
午
前
9
時
半
か

ら
2
時
間
、
一
関
運
動
公
園
多
目
的
グ
ラ
ン
ド
で
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行
っ
て
お
り
ま
す
。
競
技
成
績
の
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

は
地
方
紙
岩
手
日
日
新
聞
に
掲
載
さ
れ
関
心
を
呼
ん

で
お
り
ま
す
。
7
月
に
会
員
の
技
能
向
上
と
親
睦
交

流
の
会
を
実
施
、
猛
暑
に
も
め
げ
ず
好
・
珍
プ
レ
ー

に
歓
声
が
湧
き
ま
し
た
。
ま
た
、
恒
例
と
な
っ
た
N

T
T
・
O
B
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
同
好
会
の
岩
手
県

大
会
が
、
9
月
8
日
滝
沢
市
ア
ピ
オ
で
開
か
れ
、
8

名
参
加
し
上
位
入
賞
者
を
出
し
ま
し
た
。
日
月
の
納

会
プ
レ
ー
を
最
後
に
、
冬
期
間
の
休
会
に
入
り
ま
す

が
、
新
規
会
員
の
勧
誘
に
努
め
て
、
こ
れ
か
ら
迎
え

る
春
の
活
動
を
期
し
た
い
と
思
い
ま
す
。


